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古代の因幡

坂本 嘉和

鳥取県埋蔵文化財センター鳥取まいぶん講座 2020.06.20

－山陰道がつなぐ古代社会－
Ⅰ.因幡国

Ⅱ.古代山陰道

Ⅲ.政治と社会

Ⅳ.地域開発

古代の因幡

まとめ

青谷横木遺跡の
古代山陰道イラスト

Ⅰ.因幡国
古代の行政区画－国－郡（評）－郷（里）

因幡国－7郡

巨濃・法美・邑美・

八上・智頭・高草・

気多

律令国家が都と地方（国府）との情報伝達のために整備した大
規模な道路。→古代のハイウェイ

古代官道（駅路）

七道駅路－北陸道・東山道・東海道・山陰道・山陽道・南海道・
西海道

Ⅱ.古代山陰道

古代官道（駅路）の特徴
・都と地方を最短距離で結ぶために真っ直ぐ延びる。

・３０里（16㎞）毎に駅家を設置し、駅馬をおく。

・山陰道は小路。馬は因幡まで８頭、それより西は５頭。

・道幅が非常に広い。

・駅使は１日１６０㎞を疾走。

大宰府平城京を５日間。

近江俊秀２０１６『古代日本の戦略』朝日新聞出版

鳥取県内の古代山陰道

鳥取県の古代山陰道推定ルートと発見された道路遺構

養郷新林遺跡
善田傍示ヶ崎遺跡
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新たに見つかった古代山陰道 養郷新林遺跡
－青谷東側丘陵の古代山陰道－

丘陵尾根上を400ｍにわたって直線
的に延びる幅９ｍの道路遺構

切通し

養郷新林遺跡
切土工法（オープンカット工法）

養郷新林遺跡
切土工法＋盛土工法

「塹山堙谷」
＝山を切り崩し、谷を埋
める。

『史記』司馬遷

切土法面

側溝

側溝

側溝

切土法面

善田傍示ケ崎遺跡
－青谷平野の古代山陰道－

青谷上寺地遺跡
の道路遺構

善田傍示ヶ崎遺跡
の道路遺構

善田傍示ケ崎遺跡

盛土工法でつくられた幅
５ｍ以上の道路遺構

平野側には側溝を確認。

路肩には補強のために石
を貼る。

⇒青谷横木遺跡の道路遺
構と類似。

道路遺構

側溝

路肩～法面の
貼石

山裾の田んぼや畑に道路
痕跡とみられる地割が残
る。
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Ⅲ．政治と社会
因幡国府 推定範囲６町（660ｍ）四方

古代山陰道を基準線とし諸施設を計画的に配置

因幡国庁

代表的な国司

・大伴家持・在原行平
・平時範
国司：都から派遣

任期4年

国庁正殿跡（平安～鎌倉時代）

正殿

脇殿

脇殿

前庭

因幡万葉歴史館復元模型

国庁：国司が政務や儀
礼を行う中心的な施設

因幡国府

弁天島（苑池の中島）

平城宮東院の復元された庭園

国府：国庁・正倉・国司館など

発掘調査当時

中島

因幡国分寺

中央集権＆鎮護国家
（国家仏教）

2町（215ｍ）四方

因幡国分寺塔跡

国分寺の寺域

国分寺建立の詔（741年）

現在の国分寺境内に残る
礎石

郡衙（郡役所）
万代寺遺跡：八上郡衙

因幡道が通過し、駅家「莫男駅」が置
かれた可能性も。

⇒大同３（808）年に駅馬2頭削減。

万代寺遺跡（八上郡衙）

郡庁（中枢施設。儀礼・饗宴の場）、正倉（租で徴収した稲を収
納保管した米倉）、舘（役人の宿泊施設）、厨家（厨房）、曹司
（行政実務機関、工房など）

大型建物

郡衙の主な施設

国庁クラスの規模を誇る郡庁（100ｍ四方）

提供：八頭町教育委員会
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郡衙出先機関

戸島・馬場遺跡：郡衙出先機関。古代山陰道沿線に置かれた可能性。

古代の気多郡

山宮阿弥陀森遺跡（上原遺跡群
内）出土墨書土器『郡家一』

気多郡衙：上原遺跡群⇒古代山陰道とは離れ、連絡道が接続か。

画像提供：鳥取市教育委員会

戸島・馬場遺跡（郡衙出先機関）

郡庁に類する中枢施設
＋正倉別院

駅家（交通関連遺跡）
会下・郡家遺跡：柏尾駅候補地の一つ（会下or青谷）

古代山陰道推定ルート

会下坂

上原遺跡群（気多郡衙）

掘立柱建物

気多郡衙に通じる連絡道が分岐。

会下・郡家遺跡

道路遺構

道幅2.5ｍながら側溝を備えた平安時代の道路遺構

古代山陰道に接続する道か。

Ⅳ.地域開発
古代山陰道と港を結ぶ拠点：良田平田遺跡

墨書土器「津」「馬津」「舩」など。
⇒湖山池に古代の港「津」が存在。
⇒船で輸送した物資を馬で運ぶための施設

「馬津」

「舩」

湖山池

良田平田遺跡

大桷遺跡

農業経営の拠点

756年 東大寺高庭荘（初期荘園）を管
理する施設（荘所）の可能性。

古代山陰道推定ルート

大桷遺跡
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大規模な水田開発
青谷上寺地遺跡

古代山陰道を基準線として条里地割
が一体で整備。

路面 条里盛土

駅路建設は土地開発をも伴う。

青谷横木遺跡の条里地割

大型建物

古代山陰道の平安時代の道路修時に一体で
整備。

古代山陰道

農作業に従事した人員
が書かれた木簡

廿
六
横
木
田
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田
の
場
所
と
名
称

黒
稲
一
石

赤
稲長

比
子

須
留
女

租税と作られた稲の品種

戸
田
租
一
石

気多郡の条里分布図
（中林保1975「因幡国気多郡

の条里と郡家－歴史地理学的試
論－」
『地方史研究』第25巻６号
（138号）を一部改変

勝部川流域

日置川流域

青谷平野の条里地割

青谷上寺地遺跡

青谷横木遺跡

勝部川流域

７世紀後葉～８世紀前葉

日置川下流域
10世紀後半

まとめ 今年度も古代山陰道の発掘調査を始めました！

青谷東側丘陵：養郷狐谷遺跡

調査期間：6月15日～8月上旬（予定）

確認されている
切通し
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因幡・伯耆における古代官道の地形

発掘された道路遺構と地形断面
出雲市杉沢遺跡他 国史跡『出雲国山陰道跡』イメージ図

出雲市市民文化部文化財課提供

山を越える古代山陰道


